







仁 木   宏 
 
都市文化研究 1 号 155‐156 頁，2003 年
Studies in Urban Cultures
筆者は，COE プログラムにともなって，平成





























































都市文化研究 1 号 2003 年 
156 
る。 
日本の古代都市の空間構造上の特徴は，方格
（碁盤目）状の道路によって都市の領域を示す
ことである。これは，平城京・平安京といった
都城にかぎらず，大宰府や諸国の国府（国衙）
などにも共通する。一方，ヨーロッパにおいて
も，古代ローマがイタリアやフランスに建設し
た植民都市においては，方格状の道路遺構が確
認されている。 
時代が古代から中世に変わると，日本におい
ては，そうした方格地割は京都などをのぞき，
放棄されたように考えられているが，都市領主
の「認識」の世界では相変わらず踏襲されてい
た。また，中世都市の建設場所は，地方都市の
場合，古代の国府から若干，移動するのが普通
である。これに対してヨーロッパ中世都市の多
くは，古代都市遺跡の上に築造されている。そ
の都市プランは，古代の方格地割の影響を受け
つつも，それを無視して新たな道路網を敷く場
合が多い。 
このように，古代においては比較的類似性の
強い都市が建設された日本とヨーロッパにおい
て，どうして中世都市の段階で，その立地や空
間構造に変化が生じたのか，探りたい。具体的
には，ケルンやトリアーを対象とする。 
第二の視角は，中世都市を囲う市壁の評価で
ある。 
従来，日本の都市とヨーロッパの都市の違い
を強調する際，日本の都市には市壁が築かれな
いことをあげる場合が多かった。しかし，近年
の研究によれば，日本においても戦国時代，京
都や寺内町，それに多くの城下町で，民衆の居
住地を囲繞する「惣構」（そうがまえ）とよばれ
る市壁の存在が明らかとなってきた。さらに，
そうした市壁を，単に軍事防衛上の存在と考え
るのではなく，都市と農村を区別する境界装置，
都市領主が目に見える形で「平和」をあたえる
シンボルとみなすなど，多様な解釈が生まれつ
つある。もちろん，こうした議論はヨーロッパ
都市研究の方が進んでおり，そうした成果を学
びたい。 
その際，文献研究はもちろん試みねばならな
いが，今回の派遣にあたっては，フィールドワー
クを重視したい。すなわち，日本とちがって，
ドイツには中世以来の市壁が完存している都市
が多い（ネルトリンゲン・ディンケルスビュー
ルなど）。また地上には残っていなくても，その
遺構は古地図などによって容易に復元できる。
市壁の中に囲い込まれているものは何か。と同
時に，市壁の外側に「追い出された」ものは何
かに注目する必要がある。具体的には，墓地，
被差別民の集落などであろうか。市壁の囲繞範
囲と地形との関係についても，現地で確認した
い。 
第三の課題は，港市の比較研究である。 
日本中世史においては，近年，港湾都市につ
いての研究が進み，自然地形の復元から港の形
態を解明したり，太平洋・日本海水運の活発な
展開が注目されたりしている。そうした観点で，
ドイツにおいてはハンザ同盟の諸都市を多く踏
査する予定である。 
日本中世の港町の多くは，河川の河口部で，
外海の波の影響を受けにくい滞水域を選んで築
造された。具体的な港湾施設については不明な
点が多いが，たいていは湾内に停泊する外洋船
舶に艀をつかって荷物を積み込んでいたと考え
られている。これに対して，ヨーロッパの港町
は，河川下流部の中州にできる場合が多い。ま
た，先述の視角との関係で言えば，こうしたド
イツの港湾都市特有の市壁のあり方にも注目し
たい。ハンブルクをふくめ，ドイツ北部にはハ
ンザ同盟都市が多いが，とりわけリューベック
やシュトラールズントが古い空間構造をよく残
している。 
 
今回の派遣でえた知見は，帰国後，第 8 回の
COE‐A 研究会で報告予定である。また，その
成果は，『都市文化研究』誌上や授業において広
く還元してゆきたいと考えている。 
 
